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等の電子状態の解明に重点を置く．   
【1】バナジウム酸化物・ブロンズの研究（小野田雅重，長澤博）   
本年度は主として以下の4種の物質系を対象とした．   
（1）スピネル型Li∫Mgト∫V204系   
（2）低次元〃Ⅴ〃02刷系   
（3）ルチル型ⅤトズCr∫02系   
（4）三角格子NaVO。   








SolidStateCommun．95，217－221（1995）］に関しては一定の理解が得られている．   
金属一線縁体転移機構の詳しい理解，並びに金属的伝導をもつ電子状態から局在  
フラストレーション状態への転移機構解明を目的とし，LLM担V204系を対象に実験  






キャリアーを持つ強相関電子系である．   
結晶構造・輸送現象・磁気的性質を包括的に解析し得られた電子状態の相国を図  
1に示す．詳細は次の2つの文献を参照のこと［onoda，lm洩Amako，Nagasawa：Phys．Rev．  
Binpress．；Mamiya，Onoda，Furubayashi，Tang，Nakatani：J．Appl，Phys．inpress．］．   
現在，高分解能光電子分光および比熱測定の協同研究を計画している．  
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（図2），格子歪を伴わない特異なスピンー重囲2 CaVzO∫の結晶構造．空間群夕仰肌；格子  
柚04・G4血；単位胞も  
要こ‥  
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磁率， NMR，単結晶試料の輸送現象およびⅩ線四  
軸回折の研究が進行中あるいは計画中である，   
（4）三角格子NaVO2   
以前我々は三角格子磁性体LiVO2の三量体を検討  
した［小野軋 長澤：日本物理学会誌 4り， 559  
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る．  表す．   
【2】チタン酸化物・ブロンズの研究（小野田雅重）   
本年度は以下の3種の物質系を対象とした．   
（1）ペロブスカイト型Cel－，SrrTiO3，CeTiO3．，／2，Lal＿，SrxTiO3系   
（2）（Til＿鳳）305系（〟＝Ⅴ，Fe）   
（3）スピネル型uhMgJTi204   
冬物質系に関する研究の概略を以下に記す．   
（1）ペロブスカイト型CelL，Sr．TiO3，CeTiO3．yI2，Laト，Sr，TiO3系  
1990年よりペロブスカイト型Ti，V酸化物における電子状態の異常に着目してきた．  
V系の基本的性質は次の2報にまとめられている［Onoda，Ohta，Nagasawa＝Solid State  







Matterinpress．］．   
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図4 Cel－ス5r．TiOゴの相国．w到ま転移温度差（C）を持つ弔強磁性相，●以上の温度領域ではdpノd7ゝ0，  
△以上の温度領域で横坑率は㍗の温度依存性を持つ．   
本年度は，元素同換系（Til＿XM，），0，（M＝V，Fe）の電子状態を検討し予備的相国を  
作成した．   
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on Vanadium Spinel MgV204 
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